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　　　南箕輪村議会議員政治倫理条例 

 

（目的） 

第１条　この条例は、南箕輪村議会基本条例（平成 25 年条例第 17 号）第２条の

規定に基づき、南箕輪村議会議員（以下「議員」という。）に求められる政治

倫理に関し必要な事項を定めることにより、公正で民主的な村政の発展に寄

与することを目的とする。 

（議員の責務） 

第２条　議員は、村民に負託された議員であることを自覚し、次条に規定する政

治倫理基準を遵守して活動しなければならない。 

（政治倫理基準） 

第３条　政治倫理基準は、次に掲げるとおりとする。 

⑴　不正を疑われるような金品の授受、飲食の供応その他これに類する行為 

をしないこと。 

⑵　政治的又は道義的な批判を受けるおそれのある寄附を受けないものとし、 

議員の後援団体に対しても同様に取り扱わせるよう措置すること。 

⑶　村が行う委託及び請負の契約に関し、特定の企業、個人、団体等に対し、 

有利又は不利な取り計らいをしないこと。 

⑷　村の職員の公正な職務の執行を妨げ、又は議員の権限若しくは地位によ 

る影響力を行使するような勧誘や物品販売等の働きかけをしないこと。 

⑸　ウェブサイトを始め、ＳＮＳ（ソーシャルネットワーキングサービス）等 

のあらゆる手段による情報発信又は発言を行う場合（第三者をしてこれら 

をさせる場合を含む。）は、誹謗中傷の言動その他他人の名誉を毀損し、又 

は人格を損なわせる行為をしないこと。 

⑹　嫌がらせ、強制、圧力をかける等のハラスメントその他人権侵害のおそ 

れのある行為をしないこと。 

⑺　職務上知り得た情報をみだりに他人に知らせ、又は不正に利用しないこ 

と。 

⑻　前各号に定めるもののほか、法令に違反する行為をしないこと。 

（審査の請求） 

第４条　議員は、前条に規定する政治倫理基準に違反する疑いがあると認める

ときは、議員２人以上の連署を持って、その代表者から議長に対し、審査を請

求することができる。 

２　選挙権を有する村民（地方自治法（昭和 22 年法律第 67 号）第 18 条に規定

する選挙権を有する者（以下「有権者」という。））は、政治倫理基準に違反す
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る事実があると認めるときは、有権者の 100 分の１人以上の連署をもって、

その代表者から議長に対し、審査を請求することができる。 

３　前２項の規定による審査の請求をしようとする者は、政治倫理基準に違反

する事実があることを証する書類等を添えて議長に提出しなければならない。 

（審査会の設置） 

第５条　議長は、前条第１項又は第２項に規定する審査の請求を受けたときは、

その内容に関する事前確認を行う。 

２　議長は、前項の確認により審査の必要があると認めるときは、速やかに南箕

輪村議会議員政治倫理審査会（以下「審査会」という。）を設置するものとす

る。 

３　議長は、第１項の確認により、請求の内容に不備あるとき又は要件を満たし

ていないと認められるときは、審査会を設置しないことができる。 

（所掌事務） 

第６条　審査会は、政治倫理基準に違反する行為の存否について審査を行い、そ

の結果を議長に報告するものとする。 

　（組織） 

第７条　審査会は、委員６人以内をもって組織する。 

２　審査会の委員（以下「委員」という。）は、議員のうちから議長が指名する。

ただし、審査の対象となる議員（以下「審査対象議員」という。）及び審査の

請求を行った議員は、委員になることができない。 

（任期） 

第８条　委員の任期は、指名された日から当該請求を受けた事案の審査が終了

するまでの間とする。ただし、議員の職を失ったときは、その任期を終了する

ものとする。 

（会長及び副会長） 

第９条　審査会に会長及び副会長を置き、委員の互選によりこれを定める。 

２　会長は、審査会を代表し、会務を総理する。 

３　副会長は、会長を補佐し、会長に事故あるとき又は会長が欠けたときは、そ

の職務を代理する。 

（会議） 

第10条　審査会の会議（以下「会議」という。）は、会長が招集する。 

２　会議は、委員の半数以上が出席しなければ、開くことができない。 

３　会議の議事は、出席委員の過半数で決し、可否同数のときは、会長の決する

ところによる。 

４　会議は、非公開とする。 
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５　会長は、必要があると認めるときは、審査対象議員、審査の請求を行った代

表者その他関係人に会議への出席を求め、その意見若しくは説明を聴き、又は

資料の提出を求めることができる。 

６　前項の規定により会議の出席又は資料の提供を求められた審査対象議員又

は審査の請求を行った代表者は、これに応じなければならない。 

７　第５項の規定により会議の出席又は資料の提供を求められた関係人は、正

当な理由がない限り、これを拒んではならない。 

８　会長は、審査対象議員から弁明の機会を求められたときは、これに応じなけ

ればならない。 

９　会長は、審査のために必要があると認めるときは、有識者から意見を聴くこ

とができる。 

（審査結果の報告） 

第11条　審査会は、審査を終了したときは、議長に対し、速やかにその審査の結

果を報告しなければならない。この場合において、政治倫理基準に違反する行

為があると認めるときは、当該報告に次の各号のいずれかの措置を講ずるよ

う意見を付さなければならない。 

⑴　議長による口頭注意 

⑵　文書による厳重注意 

⑶　議員の辞職勧告 

⑷　その他必要と認める措置 

（審査結果の通知） 

第12条　議長は、前条の規定による報告を受けたときは、審査対象議員及び審査

の請求を行った代表者に対し、速やかに審査の結果を通知しなければならな

い。 

（審査の結果とるべき措置） 

第13条　審査対象議員は、審査の結果、政治倫理基準に違反する行為があると認

められたときは、その結果を尊重し、速やかに政治倫理の確保のために、自ら

必要な措置を講じなければならない。 

２　議長は、議会の名誉と品位を守り、村民の信頼を回復するため、審査の結果

を尊重し、必要な措置を講ずるものとする。 

（公表） 

第14条　議長は、第12条の規定による報告を受けたとき又は審査対象議員が前

条第１項の措置を講じたとき若しくは同条第２項の措置を講じたときは、速

やかにその概要を公表しなければならない。 

（議長の職務の代行） 
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第15条　議長が審査対象議員になったときは副議長が、議長及び副議長がとも

に審査対象議員となったときは年長の議員が、議長の職務を行うものとする。 

（委任） 

第16条　この条例に定めるもののほか、この条例の施行に関し必要な事項は、議

長が別に定める。 

 

附　則 

　この条例は、公布の日から施行する。 


